
平成29年も広報いなぎは市民の皆さんに愛される広報紙をお届けします。

広
報
い
な
ぎ
の
配
布
方
法

広
報
い
な
ぎ
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
全
戸
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
発
行
日
の
3
日
ほ
ど
前
か
ら
配
布
を
始
め
て
い
ま
す
。
■問
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
選

手
団
は
い
ず
れ
の
大
会
で
も
前
回
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
を
上
回
る
数
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
活
躍
を
見
せ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
市
で
も
小
中
学
校
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
や
気
運
醸
成
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
２
０
２
０
年
に
向
け
て
今
後
も
更
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
昨
年
、
４
月
に
観
光
発
信
の
拠
点
と
し
て
「
い
な
ぎ
発
信
基
地
ペ
ア
テ
ラ
ス
」
を　

稲
城

JR

長
沼
駅
付
近
の
高
架
下
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
稲
城
な
ら
で

は
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
５
月
に
は
上
平
尾
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に

「
上
平
尾
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
し
ま
し
た
。
稲
城
市
初
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
平
尾
方
面

と
坂
浜
・
若
葉
台
方
面
を
結
ぶ
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。　

月
に
は
市
制
施
行　

周

１１

４５

年
を
記
念
し
て
「
市
の
鳥
」
を
制
定
し
、
市
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て
「
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
」
に
決
定

を
し
ま
し
た
。
稲
城
の
生
態
系
の
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
鳥
で
あ
り
、
皆
様
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、　

月
に
は
読
売
巨
人
軍
か
ら
南
山
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
フ
ァ
ー

１０

ム
球
場
や
商
業
施
設
を
新
設
す
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
（
仮
称
）
」
構
想
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
完
成
は
６
年
後
の
予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、
稲
城
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
大
変
期

待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
上
平
尾
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
「
上
平
尾
消
防
出
張
所
」
を
新
た
に
開
設
し
、
市
内

で
発
生
す
る
各
種
災
害
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の
消
防
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

施
設
は
自
家
用
給
油
施
設
・
自
家
発
電
設
備
な
ど
を
備
え
て
お
り
、
大
規
模
災
害
時
の
活
動
拠
点
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
月
に
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
取
得
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
、
４
月
に
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
経
済
の
先
行
き
が
見
通
し
難
い
中
、
本
市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
市

民
生
活
の
安
心
・
安
全
や
豊
か
な
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
「
と
も
に

つ
く
ろ
う　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

元
気
な
ま
ち
」
を
合
言
葉
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

稲
城
市
長

�
橋　

勝
浩

年
頭
に
あ
た
っ
て

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

特集 稲城のお囃子 ���� （2・3）
主
な
記
事

平成28年度
　住宅用創エネルギー機器等

（4）導入促進事業補助金  
（5）市長と語ろう　タウンミーティング
（8）稲城市消防出初式
（8）メカデザイナーズサミット VOL.5

平
成
二
十
九
年
一
月
一
日



 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

29・１・１ 代表電話は042－378－2111　（2） 特 集 

　

市
内
に
は
お
囃
子
を
は
じ

め
、
昔
な
が
ら
の
郷
土
芸
能

を
引
き
継
ぐ　

団
体
が
集
ま

１０

り
「
稲
城
市
郷
土
芸
能
保
存

会
」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

稲
城
市
の
伝
統
芸
能
は
、

応
安
６
年
（
室
町
時
代
）
に

山
本
権
律
師
弘
信
が
太
々
神

楽
を
創
始
し
た
こ
と
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
江
戸
時
代
に
青
渭
神
社

の
獅
子
舞
や
穴
澤
天
神
社
獅

子
舞
を
行
っ
て
い
た
と
い
う

記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
時
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
復
活

さ
せ
た
り
、
新
た
な
取
り
組

み
が
始
ま
り
、
現
在
に
至
り

ま
す
。

　

平
成　

年
３
月
に
は
第　

２８

１０

回
と
な
る
「
稲
城
市
ふ
る
さ

と
郷
土
芸
能
ま
つ
り
」
を
開

催
し
、
市
内
の
貴
重
な
郷
土

芸
能
を
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま

し
た
。
次
回
の
開
催
は
平
成

　

年
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

３０で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

　

第　

回
稲
城
市
ふ
る
さ
と

１０

郷
土
芸
能
ま
つ
り
の
映
像
は

動
画
投
稿
サ
イ
ト
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
内
「
稲
城
市
動
画
チ

ャ
ン
ネ
ル
」
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
市 　 
ま
た
は
Ｙ
ｏ
ｕ

HP

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携

帯
電
話
の

方
は
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
）。

　

お
囃
子
は
笛
や
太
鼓
、
踊
り
で
は
や
し
立
て
る
も
の
で
、
古
く

か
ら
各
神
社
や
地
域
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
１
日
号
で
は
新
年
を
祝
い
、
「
稲
城
市
の
伝
統
文
化
」
を

伝
え
る
た
め
、
市
内
で
活
躍
す
る
お
囃
子
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

■問
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

稲
城
の
お 
囃  
子 

は
や 

し

 青  渭 囃子
あお い

　昭和47年に「稲城のお祭りを賑やかにしたい」という思いの5人で結成
され、現在は45人が所属しています。熟練者から初心者まで、家族のよ
うな雰囲気で練習を行っています。年始には東長沼地域で、各ご家庭を回
ります。
　市外での活動も多く、府中市や国分寺市、小金井市などのお祭りにも参
加をしています。
平成29年はどんな活動をしたいですか？
　昨年は 山  車 の車輪を交換したので、今年は上物を新しくしたいです。子

だ し

どもたちの発表の場でもあるので、新しい舞台で演奏させてあげたいです。
主な活動
○くらやみ祭（府中市・5月）
○八坂神社例大祭（東長沼・7月）○津島神社例大祭（東長沼・7月）
○白山神社例大祭（矢野口・7月）
○青渭神社例大祭（東長沼・10月）
○よみうりランド（矢野口・1月）○獅子舞巡回（東長沼・1月）

稲城囃子
　市内で最も古く、明治時代から活動を続けています。戦時中・戦後と中
断した時期もありましたが、現在は矢野口・坂浜地区の合同で4歳～71歳
までの幅広い年齢の方が所属しています。市内で唯一東京都郷土芸能協会
技芸に登録されている団体であり、約20人が日々練習をしています。
　「祭り」を皆さんに楽しんでもらうために、祭りに欠かせないリズムを
大切にし、若い世代に伝承をしています。
平成29年はどんな活動をしたいですか？
　観客の皆さんがリズムに乗って、頭を振ったり、手拍子してくれるよう
に頑張ります。
主な活動
○八雲神社例大祭（矢野口・7月）○穴澤天神社例大祭（矢野口・8月）
○天満神社例大祭（坂浜・9月）○宿三谷稲荷神社例大祭（矢野口・10月）
○穴澤天神社（矢野口・年末年始）

大丸囃子
　大丸地区の若者たちが昭和58年に発足しました。地域に根ざした活動
を続けており、 大  麻  止  乃  豆  乃  天  神  社 の奉賛会や青少年地区委員会、消防団

おお ま と の つ の てん じん じゃ

第三分団などの皆さんと一緒に地域行事に参加をしています。
　大丸囃子らしさと言えば、地域とのつながりが深いことです。秋祭りで
山車を引く際には、どんどん飛び入り参加の子どもたちが集まります。皆
が笑顔になれる演奏を心がけています。
平成29年はどんな活動をしたいですか？
　平成28年には3歳～小学生が多く入りました。この子たちが長く続けて
くれるように大切に育てたいです。
主な活動
○津島神社例大祭（大丸・7月）
○大麻止乃豆乃天神社例大祭（大丸・10月）
○大麻止乃豆乃天神社元旦祭（大丸・1月）○消防出初式（大丸・1月）
○どんど焼き（大丸・1月）○第四文化センターの集い（東長沼・2月）

押立囃子
　昭和63年に地域の有志により発足し、押立島守神社奉賛会に所属をし
ています。稲城囃子保存会の伝統を受け継ぎ、地域活性の一助を目標とし
ています。押立囃子は女性が多く活躍しており、現在鳴り物は全て女性が
担当しています。
　お囃子に親しみ、喜んでもらえるよう、観客に合わせて演目を変える工
夫をしています。また伝統を受け継ぎながら、新しいものも積極的に取り
入れています。
平成29年はどんな活動をしたいですか？
　地域の方々に親しまれ、祭りを盛り上げていきたい。そして、地域に災
難が起きないように祈念していきます。
主な活動
○島守神社例大祭（押立・7月）○いなぎ市民祭（長峰・10月）
○島守神社初詣（押立・1月）○獅子舞巡回（押立・1月）

押押立立

大大丸丸

稲稲
城城
にに
根根
付付
くく

郷郷
土土
芸芸
能能

各連への入会希望や見
学についてはお問い合
わせください。

連絡先

▽青渭囃子保存会
会長　上田　洋史氏
1090－8301－1603

▽稲城囃子保存会
会長　市村　重幸氏
1331－3150

▽大丸囃子保存会
会長　名古屋　勇氏
1378－6418

▽押立囃子保存会
代表　古林　宗計氏
1377－4084

東東長長沼沼

矢矢野野口口・・坂坂浜浜
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屋台（やたい） 仁羽（にんば）

　獅子や狐が踊り、大小の太鼓、横笛、 摺 り
す

 鉦 で演奏します。
がね

徐々に曲のテンポが速くなり、お祭りらしさを感じられる演目
です。
　獅子に頭を噛まれると魔除けになると言われており、観客の
子どもたちを噛む仕草でも知られています。

　ひょっとこやおかめがテンポ良く踊る演目です。太鼓が基本
のリズムをつくり、大小の太鼓の音が絡み合うように演奏され
ます。また、横笛がメロディーを演奏します。
　市内のお祭りでよく見られ、誰もが踊りだしたくなるような
曲のお囃子です。

たぬき 大黒天（だいこくてん）

　たぬきときつねが登場し、昔話を見ているかのような構成で、
子どもにも親しみやすく、楽しめる演目となっています。
　押立囃子のオリジナルの演目で、「子ども達が代々引き継ぎ、
押立囃子の特徴や伝統にしてほしい」という願いが込められて
います。

　お正月や結婚式などおめでたい行事の際に披露されます。
　大黒様のお面を被り、打ち出の小槌を持って舞を披露し、子
どもたちが舞台を賑やかに盛り上げます。
　お囃子を通して皆さんに福をお届けします。

　

大
丸
生
ま
れ
、
大
丸
育
ち
の
若
林
さ
ん
は
大
丸

囃
子
保
存
会
で
横
笛
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
お
兄

さ
ん
の
影
響
で　

歳
か
ら
お
囃
子
を
始
め
、踊
り
、

１０

太
鼓
、
横
笛
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
練
習

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
９
月
に
行
わ
れ
た
「
第
１
回
全
国
横

２８

笛
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
青

森
県
弘
前
市
で
行
わ
れ
た
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
動

画
に
よ
る
一
次
選
考
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
二
次
選
考

を
経
て
、
勝
ち
上
が
っ
た
人
が
本
選
に
進
む
形
式

で
し
た
。
２
曲
の
演
奏
を
競
い
、
課
題
曲
「
弘
前

ね
ぷ
た
囃
子
」
と
自
由
曲
で
選
考
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
本
選
に
進
ん
だ　

人
が
お
客
さ
ん
を
前
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
を
行
い

１０

ま
し
た
。
若
林
さ
ん
が
自
由
曲
に
選
ん
だ
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
若
囃
子
」
。
こ
の

曲
は
慣
れ
親
し
ん
だ
大
丸
囃
子
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
す
。
誰
で
も
聞
い
た
こ
と

の
あ
る
童
謡
か
ら
始
め
、
徐
々
に
切
れ
の
良
い
お
囃
子
の
リ
ズ
ム
に
転
調
し
ま
す
。

演
奏
し
な
が
ら
曲
構
成
を
組
み
立
て
、
聞
か
せ

る
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
を
振
り
返
っ
て
「
全
国
に
東
京
の

お
囃
子
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
演
奏
し
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
横
笛
ら
し
い
音
色
や

音
の
強
弱
、
切
れ
の
あ
る
指
の
運
び
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

普
段
の
練
習
は
週
２
回
、
大
丸
囃
子
の
練
習

日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

練
習
の
成
果
は
大
麻
止
乃
豆
天
神
社
で
行
わ

れ
る
お
祭
り
や
大
丸
用
水
れ
ん
げ
ま
つ
り
、
他

地
域
や
他
市
の
お
祭
り
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
一
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
伺
う

と
、
「
大
丸
囃
子
だ
か
ら
こ
そ
今
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
文
化
を
絶
や
さ

な
い
よ
う
に
、子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
で
す
。

良
い
指
導
者
に
な
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

若
林
さ
ん
の
演
奏
は
、
各
お
祭
り
の
他
、
動

画
投
稿
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
で
も
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

201720172017

伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
統統統統統統統統統統統統統統
をををををををををををををを
継継継継継継継継継継継継継継
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ
、、、、、、、、、、、、、、

伝
統
を
継
ぎ
、

未未未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来来来
にににににににににににににに
繋繋繋繋繋繋繋繋繋繋繋繋繋繋
げげげげげげげげげげげげげげ
たたたたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいいいい

未
来
に
繋
げ
た
い
。。。。。。。。。。。。。。。

若若若若若若若若若若若若若若
林林林林林林林林林林林林林林

 
若
林 

わ
か
ば
や
し

邦邦邦邦邦邦邦邦邦邦邦邦邦邦
彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦

 
邦  
彦 
ささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんん
さ
ん

く
に 
ひ
こ

　

お
囃
子
に
は
様
々
な
演
目
が
あ
り
ま
す
。
お
祭
り
や
お
祝
い
の
席
な
ど
に
よ
っ

て
披
露
さ
れ
る
演
目
も
異
な
り
ま
す
。
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
も
流
派
が
異
な
り
、

様
々
な
演
目
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
特
集
で
は
市
内
の
お
祭
り
等
で
見
ら
れ
る
演
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
囃
子
演
目
紹
介大丸囃子 稲城囃子

押立囃子 青渭囃子
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

▽
1
月
上
旬
〜
3
月
上
旬
の
作
業
日
・
地
区　

1
／　
（
火
）・
平
尾
、
1
／　
（
火
）・
長
峰
、
1
／　
（
火
）・
若
葉
台
、
2
／　
（
火
）・
百
村
、
2
／　
（
火
）・
押
立
、
3
／
7（
火
）・
坂
浜
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼 　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で

10

17

24

14

21

お
申
し
込
み
の
う
え
、持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
〜
月
曜
日
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

市ホームページ市ホームページ
稲城市稲城市フォトギャラリーフォトギャラリー
　稲城の魅力あふれる写真を募集中！詳細は
市�をご覧ください。
■先■問秘書広報課広報広聴係

カ
シ
ャ 

ごみの量（11月） 
家庭ごみ　前年同月比で約3.4％の減量 

1人1日当たり（ g ）市内収集量（ｔ）区　分
（△12）415（△12）1,108燃えるごみ
（△4）34（△9）90燃えないごみ
（△16）449（△21）1,198合　計

※（　　）内は前年同月比です。

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

環境 環境 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

受
講
者
募
集

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

　

補
助
対
象
の
機
器
は
左
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
役

所
環
境
課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張

所
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市 　 
か
HP

ら
入
手
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
学
び
、

認
知
症
の
方
や
家
族
を
支
え
る
応

援
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

■対
 

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方

■日
 

１
月　

日（
土
）

２１

表1　ダイオキシン類
調査結果

測定期間＝
　8月18日午前9時～25日午前9時

毒性等量
（pg-TEQ／m3）

調査
項目

調査
地点

0.014市役所

0.6以下環境基準

　

測
定
結
果
は
国
際
放
射
線
防
護

委
員
会
勧
告
の
指
標
値
以
下
で
し

た
。

▽
測
定
日　
　

月
１
〜
８
日

１２

※
測
定
機
器
、
測
定
方
法
、
測
定

結
果
の
詳
細
は
市 　 
を
ご
覧
く
だ

HP

市
内
の
空
間
放
射
線
量
測

定
結
果

さ
い
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

■時
 

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■場
 

城
山
公
民
館
中
会
議
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■申
 

電
話
〔
１
月
４
日（
水
）〜
〕

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ

う
よ
う
だ
い　

1　

・
０
０
４
０

３７０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

認
知
症
を
学
び
地
域
で
支

え
よ
う
！

■対
 

平
成　

年
度
内
に
補
助
対
象
機

２８

器
を
自
家
用
と
し
て
新
た
に
設
置

し
た
次
の
方　

①
市
内
の
住
宅
に
補
助
対
象
機
器

を
設
置
ま
た
は
設
置
さ
れ
た
新
築

住
宅
を
購
入
し
た
個
人

②
共
用
部
分
で
使
用
す
る
た
め
、

補
助
対
象
機
器
を
市
内
の
既
築
集

合
住
宅
に
設
置
し
た
管
理
組
合

※
住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
契
約
者

全
員
に
市
税
等
の
滞
納
が
な
く
、

設
置
の
同
意
が
あ
る
こ
と
が
条
件

で
す
。

※
賃
貸
住
宅
な
ど
で
、
オ
ー
ナ
ー

自
身
が
居
住
し
て
い
な
い
住
宅
に

機
器
を
設
置
し
た
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※
集
合
住
宅
の
管
理
会
社
等
、
事

業
者
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

■申
 

窓
口
〔
１
月　

日（
火
）〜
、
午

１０

前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
〕

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■限
 

１
月　

日（
火
）

３１

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
政
策
係

■対
 

市
内
在
住

で
、
日
常
生

活
で
車
を
運

転
さ
れ
る
方

※
ペ
ー
パ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー

不
可

■場
 

マ
ジ
オ
ド

ラ
イ
バ
ー
ズ

ス
ク
ー
ル
多
摩
校
（
京
王
線
百
草

園
駅
よ
り
徒
歩
２
分
）

■申
 

電
話
〔
１
月
５
日（
木
）〜
〕

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

１
月

日（
火
）受
付
開
始

１０

平
成

年
度
住
宅
用
創
エ

28

ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
導
入
促

進
事
業
補
助
金

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
し
、
家
計

に
も
や
さ
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

無
料
で
学
び
ま
し
ょ
う
。
参
加
者

に
は
エ
コ
ド
ラ
イ
バ
ー
ス
テ
ッ
カ

ー
を
配
布
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
分
別
回
収
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

設
置
箇
所
付
近
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
回

収
を
継
続
し
、
資
源
の
有
効
利
用

に
努
め
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
び

ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
出
す

時
は
、
水
洗
い
を
す
る
、
そ
れ
以

外
の
も
の
は
出
さ
な
い
等
、
清
潔

な
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維

持
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

市
で
は
、
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
の
濃
度
を
把
握
す
る

た
め
に
、
毎
年
大
気
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。　

　

平
成　

年
８
・
９
月
に
実
施
し

２８

た
結
果
は
、
表
１
・
２
の
と
お
り

■対
 

市
内
在
住
で
、
野
菜
作
り
に
興

味
の
あ
る
世
帯

▽
利
用
期
間　

２
月
１
日（
水
）〜

平
成　

年
２
月　

日

３０

２８

▽
募
集
農
園（
住
所
）・
区
画
数　

東
長
沼
農
園
（
東
長
沼　

の
４
・

７１３

　

の
１
）
・
１
区
画
（
約　

平
方

７１４

１５

メ
ー
ト
ル
）

※
水
道
設
備
・
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■費
 

１
千
円
（
今
年
度
分
）

※
平
成　

年
度
以
降
は
６
千
円

２９

■申
 

は
が
き
〔
必
要
事
項
①
農
園
名

②
住
所
③
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
④

電
話
番
号
〕

※
１
世
帯
で
２
通
以
上
の
応
募
、

他
人
名
義
で
の
応
募
が
あ
っ
た
場

合
は
、
無
効
で
す
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

１
月
下
旬
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

■限
 

１
月　

日（
水
）必
着

１８

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係

再
募
集
し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

生活支援コーディネーターと協議体
　地域包括ケアシステムの構築には、「介護」「医療」といった専門的なサービスの前提として、「生
活支援・介護予防」といった分野が重要となります。
　今後更に、単身世帯や高齢者のみの世帯が増え、支援が必要な高齢者が増加すると、買い物やごみ
出しなどの生活支援の必要性の増加が予想されます。このことから、ボランティアやＮＰＯ、民間企
業などの地域の皆さんが生活支援や介護予防サービスを提供することが必要となってきます。
　また、地域の担い手として元気な高齢者が社会参加や社会的役割を持つことにより、生きがいにつ
ながり、介護予防の効果も期待できます。
　市では、生活支援コーディネーターを平成27年5月から市役所に、平成28年4月からは各地域包括
支援センターに1人ずつ配置し、生活支援や介護予防サービスの充実に向けて、地域の状況の把握や
ボランティア等地域の担い手のネットワーク化を進めています。
　また、自治会、みどりクラブ、民生児童委員、シルバー人材センター、社会福祉協議会、ＮＰＯ、
介護事業者、介護予防自主グループなどの皆さんが、定期的な情報共有や連携・協働による取り組み
を推進するための場として生活支援・介護予防サービス協議体を開催しています。
　更に、この協議体で検討した、地域の介護予防などの自主グループの育成・支援を目的に、講師料、
会場費、広報費などの経費の一部を補助する「通いの場支援補助事業」を10月から始めました。
　市�でもテーマに合わせ、コラムや資料を掲載しています。
■問高齢福祉課高齢福祉係

「地域包括ケアシステムの構築を目指して⑧」10連続
月刊コラム

▲講座修了者には、認知症サポ
ーターの目印であるオレンジリ
ングをお渡しします。

　

野
焼
き
は
法
律
や
条
例
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

農
業
や
神
事
等
に
よ
る
焼
却
行
為

は
例
外
で
す
が
、
そ
の
場
合
で
も

生
活
環
境
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）

ま
た
、
近
隣
住
民
か
ら
の
苦
情
が

あ
る
場
合
は
指
導
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

測定結果
測定値（μSv／h）測定場所 100cm／5cm
0.034／0.032稲城第一小学校
0.038／0.044稲城第二小学校
0.062／0.070稲城第三小学校
0.063／0.071稲城第四小学校
0.054／0.053稲城第六小学校
0.037／0.042稲城第七小学校
0.044／0.046向陽台小学校
0.038／0.035城山小学校
0.039／0.040長峰小学校
0.027／0.028若葉台小学校
0.040／0.040平尾小学校
0.059／0.067南山小学校
0.059／0.060稲城第一中学校
0.055／0.061稲城第二中学校
0.063／0.074稲城第三中学校
0.045／0.037稲城第四中学校
0.028／0.031稲城第五中学校
0.058／0.056稲城第六中学校
0.03／0.04市立第三保育園
0.07／0.06市立第四保育園
0.04／0.04市立第五保育園
0.06／0.06市立第六保育園
0.04／0.04ひらお保育園
0.06／0.06松葉保育園
0.05／0.06向陽台保育園
0.05／0.05城山保育園

0.05／0.06もみの木保育園
長峰

0.05／0.05若葉台バオバブ保育園

0.04／0.04もみの木保育園
若葉台

0.05／0.04中島ゆうし保育園
0.04／0.04城山保育園南山
0.06／0.07本郷ゆうし保育園

0.07／0.07フェリーチェ
稲城長沼園

0.06／0.06青葉幼稚園
0.06／0.06コマクサ幼稚園

0.05／0.05駒沢女子短期大学付属
こまざわ幼稚園

0.04／0.04はなぶさ幼稚園
0.05／0.04平尾わかば幼稚園
0.04／0.04矢の口幼稚園
0.05／0.05梨花幼稚園

※測定機器により桁数が異なります。

補助対象機器と補助金額
補助金額補助対象機器

20,000円／キロワット
上限60,000円太陽光発電システム1
5,000円／平方メートル
上限30,000円太陽熱利用システム2
50,000円エネファーム3
25,000円蓄電池システム4
1～4のいずれかの機器と同年度
に設置の場合30,000円
※上限は本体価格です。

 ＨＥＭＳ 
ヘ ム ス

5

機器費（本体）の1／3
上限50,000円木質ペレットストーブ6

大
気
調
査
の
結
果

▲エコドライバーステッカー

▲野焼きは禁止です。

表2　大気汚染物質調査結果
測定期間＝8月24日午前7時～26日午前7時

一酸化炭素（CO）浮遊粒子状物質（SPM）二酸化窒素（NO2）調査項目

調査地点
8時間値平均の最大値

（ppm）
平均値
（ppm）

1時間値の最大値
（mg／m3）

平均値
（mg／m3）

平均値
（ppm）

0.30.20.0320.0170.011市役所

0.30.20.0430.0210.011大丸公園

20以下10以下0.2以下0.1以下0.06以下環境基準

で
、全
て
環
境
基
準
以
下
で
し
た
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係



（5）　代表電話は042－378－2111 29・１・１

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

お
詫
び
と
訂
正
広
報
い
な
ぎ　

月　

日
号
2
面
の
「
小
学
校
入
学
前
の
学
校
説
明
会
」
の
日
程
表
で
、
稲
城
第
六
小
学
校
の
期
日
が
2
月
7
日（
火
）と
あ
る
の
は
、「
2
月　

日（
金
）」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。　

■問
稲
城
第
六
小
学
校　

1
3
7
8
・
3
5
2
1

12

15

17

市ホームページ市ホームページ
バナー広告募集中バナー広告募集中
　企業や商品のＰＲにご活用くだ
さい。詳細は市�を
ご覧ください。
■先■問秘書広報課広報
広聴係

子育て 
教育 
子育て 
教育 

保険 
年金 
保険 
年金 

税金 税金 

まち 
づくり 
まち 
づくり 

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し

ま
し
た

都
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ

ま
す

生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指

定
を
行
い
ま
す

　

平
成　

年
４
月
か
ら
の
認
可
保

２９

育
所
及
び
保
育
マ
マ
の
利
用
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細
は
保
育
所
等
利
用
の
し
お
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

点
字
で
課
税
の
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す

　

東
京
都
で
は
、
必
要
な
方
に
納

税
通
知
書
の
内
容
を
点
字
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
個

人
事
業
税
、
自
動
車
税
で
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
２
月
末
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
 

主
税
局
総
務
課　

1　

・
５
３

０３

　

生
産
緑
地
地
区
制
度
は
、
都
市

に
お
け
る
農
地
な
ど
が
持
つ
緑
地

と
し
て
の
役
割
を
大
切
に
し
、
積

極
的
に
保
全
す
る
こ
と
で
、
よ
り

良
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。
市
内
の
市
街

化
区
域
内
の
農
地
の
約　

ヘ
ク
タ

１１２

ー
ル
が
生
産
緑
地
地
区
に
指
定
さ

れ
、
緑
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指
定
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。
指
定
用
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■日
 

１
月
４
日（
水
）〜　

日（
火
）

３１

■申
 

窓
口

※
申
請
書
は
都
市
計
画
課
で
配
布

都
市
計
画
の
告
示

　

都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
告

示
し
ま
す
。

▽
告
示
日　

１
月
１
日（
日
・
祝
）

▽
縦
覧
場
所　

市
役
所
３
階
都
市

計
画
課

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

■内
 

多
摩
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

の
変
更

■問
 

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

■先
 

■問
 

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　稲城市の塞の神は、青少年育成地区委員会や自治会等を中心に行われる伝統行事です。
正月飾り等を1カ所にまとめて燃やし、炎に無病息災の願いを込めます。
　近隣の方にはご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願いします。
※お飾りのビニール、プラスチック、針金は必ず取り除いてください。
■日■時■場下表参照
■問児童青少年課青少年係

　市民の皆さんと市長が語り合う、意見交換の場で
ある「タウンミーティング」を開催します。
　今年度は、テーマを定め、全3回実施します。奮
ってご参加ください。
■日■時■場■内下表参照
■問秘書広報課広報広聴係

平成28年度タウンミーティング

場所時間期日テーマ

ｉプラザ大会議室

午前10時～
11時30分

1月22日
（日）

子育て施策に
ついて

平尾自治会館1月28日
（土）

介護施策につ
いて

中央文化センター 
集会室

2月11日
（土・祝）

防災対策につ
いて

各地区塞の神行事一覧
場所点火時間期日地区

妙見寺午後1時1月8日（日）百　村
第七小学校校庭午前9時30分

1月9日
（月・祝）

矢野口
淡雪公園

午前10時
東長沼

北村鈑金裏坂浜・長峰・若葉台
押立児童公園押　立
第六小学校校庭正午大　丸
ふれんど平尾午後1時平　尾

市市内内各各地地でで開開催催ししまますす 塞塞のの神神行行事事
さい かみ

　

平
成　

年
４
月
か
ら
の
学
童
ク

２９

ラ
ブ
入
所
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
学
童
ク
ラ

ブ
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
。

▽
申
込
書
類
及
び
し
お
り
配
布
場

所　

市
役
所
児
童
青
少
年
課
、
平

尾
･
若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ

ン
タ
ー
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
、
市 　 HP

■申
 

■先
 

児
童
青
少
年
課
、
平
尾
・
若

葉
台
出
張
所
の
窓
口

※
入
所
要
件
に
応
じ
て
入
所
申
請

書
と
就
労
証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

■限
 

１
月　

日（
水
）

１１

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
対
象
に

支
給
す
る
児
童
扶
養
手
当
の
８
〜

　

月
分
を　

月
中
旬
に
指
定
口
座

１１

１２

へ
振
り
込
み
ま
し
た
。
該
当
す
る

方
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

振
込
口
座
を
変
更
し
た
場
合
や

該
当
に
も
か
か
わ
ら
ず
振
り
込
ま

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
方
は
、

振
り
込
み
時
期
が
遅
れ
ま
す
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

受
付
期
限
は
1
月

日（
水
）

11

平
成

年
度
学
童
ク
ラ
ブ

29

入
所
申
し
込
み

受
付
期
限
は
1
月
6
日（
金
）

平
成

年
度
認
可
保
育

29

所
・
保
育
マ
マ
の
利
用
申

し
込
み

※
年
末
年
始
を
除
く
。

▽
申
込
書
類
及
び
し
お
り
の
配
布・

提
出
場
所　

市
役
所
子
育
て
支
援

課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各

認
可
保
育
所
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
、
市 　 
（
配
布
の
み
）

HP

■限
 

１
月
６
日（
金
）

※
１
月
６
日（
金
）は
子
育
て
支
援

課
で
午
後
８
時
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
・
幼
稚
園

係

期日会場

1月26日（木）、2月23日（木）本郷児童館

1月12日（木）、2月  9  日（木）第二児童館

1月18日（水）、2月15日（水）第三児童館

1月19日（木）、2月16日（木）第四児童館

1月16日（月）、2月13日（月）城山児童館

1月17日（火）、2月14日（火）ｉプラザ

■対
 

０
歳
〜
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
及
び
出
産
予
定
の
方

■日
 

■場
 

左
表
参
照

■時
 

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

４５

■問
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

1　

・
０
１
０
６

３７０ 楽
し
く
遊
ぼ
う

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成　
２８

年
１
〜　

月
中
に
老
齢
年
金
を
受

１２

け
ら
れ
て
い
る
方
に
１
月
中
に
源

泉
徴
収
票
を
送
付
し
ま
す
。な
お
、

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課
税

の
た
め
、
源
泉
徴
収
票
の
送
付
は

■対
 

都
内
在
住
、
在
勤
で
次
の
い
ず

れ
か
の
方

①
尋
常
小
学
校
ま
た
は
国
民
学
校

初
等
科
を
修
了
し
た
が
高
等
学
校

の
入
学
資
格
の
な
い
方

②
現
行
制
度
で
の
義
務
教
育
未
修

生
徒
募
集

千
代
田
区
立
神
田
一
橋
中

学
校
通
信
教
育
課
程

了
で
学
齢
相
当
年
齢
を
超
過
し
た

方
で
、
①
に
準
ず
る
方

▽
選
考
日　

２
月　

日（
日
）

１２

■時
 

午
前　

時
〜

１０

■定
 
　

人
４０

■申
 

窓
口
、
郵
送
〔
１
月　

日（
木
）

１２

〜
〕

■限
 

２
月　

日（
金
）消
印
有
効

１０

■先
 

■問
 

千
代
田
区
立
神
田
一
橋
中
学

校
（
〒　

・　

千
代
田
区
一
ツ
橋

１０１

０００３

２
の
６
の　

）　

1　

・
３
２
６

１４

０３

５
・
５
９
６
１

市市長長とと語語ろろうう
タタウウンンミミーーテティィンンググ

▲

塞
の
神
の
様
子

　脳卒中などの病気や交通事故で脳にダメージを受けた後
に、記憶力が悪くなる・言葉が出にくくなる・怒りっぽく
なる等の後遺障害が残る場合があります。講演会の第一部
では、高次脳機能障害の理解と社会・地域参加について、
第二部では、受傷後も生き生きと人生を送られている方か
らお話を伺います。
■日1月29日（日）　■時午後2時～4時（受付＝午後1時30分～）
■場地域振興プラザ4階
■講第一部＝守矢　亜由美氏（東京都心身障害者福祉セン
ター　地域支援課高次脳機能障害者支援担当　支援コーデ
ィネーター）、第二部＝柳井ご夫妻（当事者・家族）
■申電話
■先■問障害者総合相談センターマルシェいなぎ
　　1379－9234

講講演演会会をを開開催催
高次脳機能障害高次脳機能障害

～社会・地域で生きる～～社会・地域で生きる～

あ
り
ま
せ
ん
。

■問
 

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

1
０

５
７
０
・　

・
１
１
６
５
（　

で

０５

０５０

始
ま
る
電
話
か
ら
は
1　

・
６
７

０３

０
０
・
１
１
６
５
）

○
府
中
年
金
事
務
所
（
府
中
市
府

中
町
２
の　

の
２
）　

1　

・　
・

１２

０４２

３６１

１
０
１
１

○
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
町

田
（
町
田
市
中
町
１
の
２
の
４
日

新
町
田
ビ
ル
５
階
）　

1　

・　
・

０４２

７２０

２
１
０
１

※
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
（
週
初
め
の

１５

開
所
日
は
午
後
７
時
ま
で
）
、
第

２
土
曜
日
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

４
時

８
８
・
２
９
２
４

平
成　

年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の

29

特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す

　

個
人
住
民
税
の
納
付
は
、
事
業

主
が
従
業
員
に
代
わ
り
、
毎
月
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き

納
入
す
る
特
別
徴
収
が
原
則
で
す
。

　

東
京
都
と
都
内
全
区
市
町
村
で

は
、
平
成　

年
度
か
ら
原
則
全
て

２９

の
事
業
主
の
方
に
、
特
別
徴
収
義

務
者
の
指
定
を
実
施
し
ま
す
。

■問
 

主
税
局
個
人
都
民
税
対
策
課　

1　

・
５
３
８
８
・
３
０
４
６

０３

■問
 

児
童
青
少
年
課
児
童
館
･
学
童

ク
ラ
ブ
係



29・１・１ 代表電話は042－378－2111　（6）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

健康 
医療 
健康 
医療 

　

今
年
度
、
検
診
車
で
実
施
す
る

最
後
の
検
診
で
す
。

■対
 

市
内
在
住
の　

歳
以
上
（
昭
和

４０

　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の

５２女
性
で
、
今
年
度
及
び
昨
年
度
未

受
診
の
方

※
既
に
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
方

ま
た
は
治
療
中
の
方
、
妊
娠
中
の

方
、
授
乳
中
の
方
、
断
乳
後
６
カ

月
未
満
の
方
を
除
く
。

■日
 

２
月　

日（
土
）

２５

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
受
診
時
間
の
指
定
不
可

■定
 
　

人
５０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

抽
選
結
果
は
申
込
者
全
員
に
郵
送

し
ま
す
。

■内
 

問
診
、
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査

■費
 

２
４
３
０
円

■申
 

持
参
、
郵
送
、

「
東
京
共
同
電
子

申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」 　 （
携
帯

HP

電
話
の
場
合
は
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
込
書
に
記

入
し
、
提
出
可

※
保
険
割
合
１
割
負
担
＝　

円
、

８１０

２
割
負
担
＝
１
６
２
０
円

■限
 

１
月　

日（
金
）必
着

１３

■場
 

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒　

・
２０６

　

稲
城
市
百
村　

の
１
）　

1　
・

０８０４

１１２

３７８

３
４
２
１

■対
 
　

〜　

歳
で
医
師
か
ら
運
動
制

３０

６４

限
を
受
け
て
い
な
い
方
で
糖
尿
病

に
関
心
の
あ
る
方

■日
 

２
月
６
日（
月
）

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
＝
午

後
０
時　

分
〜
）

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■内
 

講
話
と
運
動
実
技

■講
 

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導

士■申
 

窓
口
、
電
話
〔
１
月
４
日（
水
）

〜
〕

■限
 

１
月　

日（
月
）

１６

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

　

お
母
さ
ん
自
身
と
お
腹
の
赤
ち

ゃ
ん
の
た
め
に
、
定
期
的
に
健
康

　

次
の
期
間
は
プ
ー
ル
と
浴
室
内

の
浴
槽
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

▽
プ
ー
ル
休
止
期
間　

１
月　

日
３１

（
火
）〜
２
月　

日（
水
）

２２

※
期
間
終
了
日
は
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

運
動
継
続
応
援
企
画

　

休
止
期
間
中
は
、
プ
ー
ル
利
用

者
の
運
動
継
続
を
応
援
す
る
た
め
、

ジ
ム
・
ス
タ
ジ
オ
で
の
特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
プ
ー
ル
券
で
の
ジ
ム
利

用
体
験
（
１
月
中
）
等
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

始
め
ま
す
！

マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ

健
康
バ
ン
ザ
イ
！

い
な
ぎ
講
座

　

１
月
の
テ
ー
マ
は
「
大
腸
が
ん

の
腹
腔
鏡
手
術
に
つ
い
て
」で
す
。

　

詳
細
は
オ
ー
エ
ン
ス
健
康
プ
ラ

ザ
内
掲
示
、
「
オ
ー
エ
ン
ス
健
康

プ
ラ
ザ
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

オ
ー
エ
ン
ス
健
康
プ
ラ
ザ　

1

　

・
２
２
８
０

３７０

土
曜
日
に
実
施

乳
が
ん
検
診
（
検
診
車
に

よ
る
集
団
検
診
）

乳がん検診（検診車）
希望

2月25日（土）
1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号
5．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

参
加
者
募
集

今
年
こ
そ
継
続
！

血
糖
値
を
あ
げ
に
く
い
生
活

休
止
し
ま
す

オ
ー
エ
ン
ス
健
康
プ
ラ
ザ

の
プ
ー
ル

妊
婦
健
康
診
査

　

妊
婦
さ
ん
同
士
の
仲
間
づ
く
り

や
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
ヨ
ガ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■対
 

妊
娠　

週
以
降
で
主
治
医
の
許

１８

可
が
あ
る
方

■日
 

１
月　

日（
月
）

３０

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■場
 

オ
ー
エ
ン
ス
健
康
プ
ラ
ザ

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■内
 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
妊

婦
さ
ん
の
た
め
の
ヨ
ガ
（
助
産
師

に
よ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
有

り
）

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　

1

　

・
０
９
３
１

３７７

１月１日～15日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時 ����� ■問保健センター　1378－3421

薬局（地区）医療機関（地区）日程

薬局コスモ（大丸）
1378－4714

松本医院（東長沼）
1377－60271日（日・祝）

稲城駅前薬局（東長沼）
1370－8370

あべ内科クリニック（東長沼）
1379－48702日（月・祝）

徳永薬局東長沼店（東長沼）
1370－7837

東長沼クリニック（東長沼）
1379－48513日（火）

マスキ薬局（矢野口）
1377－6025

谷平医院（矢野口）
1377－64338日（日）

南多摩調剤薬局（大丸）
1379－4382

稲城診療所（大丸）
1377－61289日（月・祝）

矢野口薬局駅前通り店（矢野口）
1377－9393

やのくち小児科アレルギー科（矢野口）
1370－770715日（日）

１月の乳幼児健診事業 ����� ■場■問保健センター　1378－3421

備考実施日対象事業名

通知が届いて
いない方はお
問い合わせく
ださい。

17日（火）、24日（火）平成28年  9  月生まれ3～4か月児健康診査

12日（木）、19日（木）平成27年12月生まれ1歳児歯科健康診査

11日（水）、18日（水）平成27年  6  月生まれ1歳6か月児健康診査

12日（木）、19日（木）平成25年12月生まれ3歳児健康診査

　東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会の開催を見据
え、外国人観光客が安心して滞在
できる環境を整えるため、「外国
人おもてなし語学ボランティア」
育成講座を実施します。このボラ
ンティアは、街中で困っている外
国人を見かけた時などに簡単な英
語で積極的に声をかけ、道案内等の手助けをするものです。
　講座修了後は東京都の「外国人おもてなし語学ボランティア」に登録
されます。
■対市内在住・在勤・在学の15歳以上（中学生を除く）の方で、5回全て
に参加が可能な方
※未成年の方は保護者の同意書が必要
■日■時■内下表参照　■場地域振興プラザ4階
■定36人　※申込者多数の場合抽選　■講語学学校講師
■申はがき、ファクス、市�内「外国人おもてなし語学ボランティア育成
講座」メールフォーム〔必要事項①住所②氏名（ふりがな）③年齢④性
別⑤職業⑥メールアドレス〕
■限1月20日（金）消印有効　■先■問企画政策課企画政策係　5377－4781

時間期日講座
午後1時30分～5時2月18日（土）おもてなし講座

午後7時～9時2月21日（火）・23日（木）
 ・28日（火）・3月2日（木）語学講座（英語入門～初級）

募募集集ししまますす
外外国国人人おおももててななしし
語語学学ボボラランンテティィアア育育成成講講座座

　届出用紙や届出先の詳細は、都内の保健所窓口または
「東京都福祉保健局」�をご覧ください。
医療従事者
■対医師、歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、
准看護師、歯科衛生士、歯科技工士の資格をお持ちの方
■限1月16日（月）
■問福祉保健局医療人材課　103－5320－4434、福祉
保健局薬務課（薬剤師のみ）　103－5320－4503
調理師
■対調理師免許をお持ちの方
■限1月15日（日）
■問福祉保健局健康安全課　103－5320－4358

医医療療従従事事者者・・調調理理師師のの方方へへ
12月31日現在の12月31日現在の
届出が必要です届出が必要です

診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。市
で
は
、

妊
婦
健
康
診
査
の
う
ち
、
妊
娠
確

定
後
の
初
回
健
診
と
、
そ
の
後
２

〜　

回
目
の
健
診
、超
音
波
検
査
、

１４
子
宮 
頸 
が
ん
検
診
の
費
用
の
一
部

け
い

を
助
成
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

受
診
票
は
妊
娠
届
出
時
に
配
布

す
る
「
母
と
子
の
保
健
バ
ッ
グ
」

に
入
っ
て
い
ま
す
。

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

■日
 

１
月　

日（
水
）

１８

■時
 

午
後
３
時　

分
〜
（
約　

分
程

３０

４０

度
）

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

講
座
室

■講
 

星
野　

大
樹
氏
（
外
科
）

■問
 

市
立
病
院
健
診
科
健
診
係　

1

　

・
０
９
３
１

３７７

　第25回稲城平和コンサート
の開催〔3月19日（日）〕に先立
ち、コンサートのＰＲ等を行う
「うたごえひろば」を開催しま
す。
■日1月14日（土）
■時午後0時15分～1時
■場中央文化センターロビー

▽出演　第25回稲城平和コン
サート実行委員会
■問稲城平和コンサート実行委員
会事務局（市民協働課協働推進
係）

ううたたごごええひひろろばば
日日本本ののううたた、、
外外国国ののううたたななどどをを
一一緒緒にに歌歌いいままししょょうう

消防署 消防署 

　

昭
和　

年
１
月　

日
に
現
存
す

２４

２６

る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
法
隆

寺
金
堂
の
壁
画
が
火
災
で
焼
損
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
１
月　

日
２６

を「
文
化
財
防
火
デ
ー
」と
定
め
、

文
化
財
を
火
災
や
震
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
各
地
で

防
火
・
防
災
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

第

回
文
化
財
防
火
デ
ー

63

11月月11日日（（日日））～～
22月月2288日日（（火火））
ははたたちちのの献献血血
キキャャンンペペーーンン

　

稲
城
消
防
署
で
は
、
市
内
の
寺

院
な
ど
で
自
衛
消
防
訓
練
な
ど
を

実
施
し
、
文
化
財
の
防
火
に
関
す

る
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
を
機
会

に
地
域
の
文
化
財
へ
の
関
心
を
高

め
、
地
域
ぐ
る
み
で
大
切
な
文
化

財
を
災
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

■問
 

予
防
課
査
察
指
導
係　

1　

・
３７７

７
１
１
９

　冬期は献血者が減少す
る季節です。新たに成人
を迎えるはたちの若者を
中心とした多くの方へ、
献血への理解と協力をお
願いしていきます。
■問東京都赤十字血液セン
ター　1042－529－
0401



（7）　代表電話は042－378－2111 29・１・１

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

就
労
支
援
情
報
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
等
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
内
「
く
ら
し
・
手
続
き→

就
労
・
産
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■問
経
済
観
光
課
商
工
係

HP

参参
加加
者者
募募
集集

いい
なな
恋恋
パパ
ーー
テテ
ィィ
ーー

ペペ
アア
リリ
ーー
ロロ
ーー
ドド

aatt

1月1日～2月1日 

毎月広報いなぎ１日号に１カ月分を掲載しています。 

相談あんない 相談あんない 

▲厚生労働大臣表彰を受章
　（11月11日・メルパルクホール）
　稲城市立病院名誉院長の小泉和正氏が福祉事
務所嘱託医としての長年にわたる福祉行政の適
正な運営への功績を認められ、厚生労働大臣に
よる表彰を受章しました。

社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会
福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
協協協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会

　下表の職種を募集しています。詳細は市�を確認し、
ご応募ください。
■問人事課人事給与係

　

今
回
の
舞
台
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ハ
ッ
ピ
ー
レ
イ
ン

ボ
ー
」
で
す
。
シ
ェ
フ
自
慢
の
手

ご
ね
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ブ
ル
ス
ケ
ッ

タ
な
ど
お
い
し
い
料
理
を
食
べ
な

が
ら
、
素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。
過
去
に
は
カ
ッ
プ
ル

　

当
日
は
小
学
生
以
下
の
方
、
入

浴
日
現
在
で
満　

歳
以
上
（
年
齢

６５

の
分
か
る
も
の
が
必
要
）
の
方
の

料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

■日
 

１
月　

日（
月
）

１６

■時
 

午
後
２
時
〜　

時　

分

１０

３０

■場
 

稲
城
浴
場
（
大
丸　

）
２２１

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

■問
 

稲
城
浴
場　

1　
・
７
２
２
２
、

３７７

稲
城
市
経
済
観
光
課
商
工
係

　

稲
城
産
農
産
物
な
ど
を
販
売
し

ま
す
。

■日
 

■場
 

○
１
月
８
日（
日
）＝
コ
ー
チ

ャ
ン
フ
ォ
ー
若
葉
台
店
地
下
駐
車

場
○
１
月　

日（
日
）＝
い
な
ぎ
発

２２

信
基
地
ペ
ア
テ
ラ
ス
周
辺

■時
 

午
前　

時
〜　

時　

分
（
売
り

１０

１１

３０

切
れ
次
第
終
了
）

■問
 

稲
城
市
農
業
委
員
会
（
経
済
観

光
課
農
政
係
）

▽
募
集
期
間　

１
月　

日（
火
）〜

１０

２
月
３
日（
金
）

■場
 

■内
 

○
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
（
昭
島
市
、
1　

・　

・
８

０４２

５００

７
０
０
）
＝
計
測
制
御
シ
ス
テ
ム

　

詳
細
は
「
稲
城
市
社
会
福
祉
協

議
会
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

▽
募
集
人
員　

１
人

■限
 

１
月　

日（
月
）

１６

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会　

1　

・
３

３７８

３
６
６

シシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルル
バババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー

いい
なな
ぎぎ
日日
曜曜
市市

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

正
規
職
員
募
集
（
平
成
29

年
4
月
採
用
）

入
会
説
明
会

稲稲城城市市でで一一緒緒にに働働ここうう！！
職職員員募募集集

が
誕
生
し
、
ご
結
婚
さ
れ
た
方
も

い
ま
す
。

■対
 
　

〜　

歳
ま
で
の
独
身
男
女

２５

４０

■日
 

２
月　

日（
金
）

１７

■時
 

午
後
７
時
〜
９
時　

分
３０

■場
 

ハ
ッ
ピ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
（
稲
城

長
沼
駅
徒
歩
３
分
）

■定
 

男
女
各　

人
（
申
込
先
着
順
）

１２

※
最
少
催
行
人
数
は　
人
で
す
が
、

１４

男
女
比
が
大
き
く
偏
っ
て
い
る
場

合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

■費
 

男
性
５
千
円
、女
性
３
千
円（
当

日
集
金
）

■申
 

フ
ァ
ク
ス
、
市 　 
内
「
い
な
恋

HP

パ
ー
テ
ィ
ー　
ペ
ア
リ
ー
ロ
ー
ド
」

at

の
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

■限
 

１
月　

日（
火
）

３１

■主
 

ペ
ア
リ
ー
ロ
ー
ド
稲
城
商
店
街

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
観
光
係　
5　
・３７７

４
７
８
１

科
、
精
密
加
工
科
、
機
械
組
立
技

術
科
な
ど　

科
目

１３

○
八
王
子
校
（
1　

・　

・
８
２

０４２

６２２

０
１
）
＝
自
動
車
整
備
工
学
科
、

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
電
気
設
備

シ
ス
テ
ム
科
な
ど
６
科
目
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予約・問い合わせ時間相談日相談の種類（予約方法）

市民協働課
予約専用電話
1378－2286
（受付時間＝午前
8時30分～正午、
午後1時～5時）

午前9時～正午

  5  日（木）・  8  日（日）
12日（木）・17日（火）
19日（木）・24日（火）
26日（木）・31日（火）

法律相談（相談日の2週間前から予約）

午後1時30分
～4時30分

12日（木）不動産の相続、贈与等の登記相談
（相談日の2週間前から予約）

11日（水）・25日（水）不動産相談（相談日の2週間前から予約）

10日（火）行政相談（前日までに予約）

17日（火）遺言書作成などくらしの書類作成相談
（相談日の2週間前から予約）

  5  日（木）・19日（木）税務相談（相談日の2週間前から予約）

  4  日（水）予約終了
18日（水）
  2  月  1  日（水）

住宅リフォーム相談　※

  6  日（金）・20日（金）人権・身の上相談（前日までに予約）

午前9時～11時30分10日（火）交通事故相談（予約随時）

午前10時～午後1時、
午後2時～4時

11日（水）・18日（水）
28日（土）女性の悩み相談（前日までに予約）

消費生活センター
相談室
1378－3738

【受付時間】
午前9時30分～正午、
午後1時～3時30分

平日毎日消費生活相談（来所のほか電話でも相談可）

保険年金課年金係午前9時～正午、
午後1時～4時

平日毎日年金相談（予約不要）

11日（水）・25日（水）年金相談［平尾出張所］（予約不要）

保健センター
1378－3421午前9時30分～11時

17日（火）健康相談（前日までに予約）

10日（火）栄養相談（前日までに予約）

17日（火）栄養相談（前日までに予約）
［オーエンス健康プラザ］

福祉センター
1378－3366

午前10時～正午18日（水）心配ごと相談（予約不要）

午後1時30分
～3時30分18日（水）高齢者・障害者の法律相談（予約随時）

午後1時～4時14日（土）・28日（土）ひとり親家庭カウンセリング相談（予約随時）
※1月18日（水）の住宅リフォーム相談は1月10日（火）まで、2月1日（水）分は1月25日（水）まで予約を受け付けます。

報酬募集人数対象・
応募資格募集職種雇用形態

月額
206,200円

若干名

保健師、臨床心
理士、精神保健
福祉士、社会福
祉士のいずれか
の資格

子ども家庭支
援センター相
談員嘱託員

月額
193,400円保育士保育士

※事前に市�等で募集しているため、募集が終了している可能性が
あります。ただし、欠員の際には１年間選考対象となります。
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▲青少年育成地区委員会合同研修会
　（11月27日・地域振興プラザ）
　顕彰式典と公演会を開催し、42人の方が参
加しました。矢野口地区の原田諭氏、百村地区
の北口清氏、松浦輝男氏（代理）、藤原秋豊氏
（代理）に感謝状が贈呈されました。

▲東京2020オリンピック・パラリンピック　
フラッグツアー歓迎セレモニー

　（12月10日・総合体育館）
　市長、体育協会会長、田口亜希さん、将来のオリ
ンピアンを目指す鈴木ひかりさん（稲城第一中学校
二年生）、向陽台小学校の皆さんが出演しました。
主催者：東京都、東京2020組織委員会　等
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第1231号 稲城のイチオシ情報をお届けします 

プラス 

PlusPlus

2017
平成29年 

▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課、収納課〔過年度分の税外債権（料金）
の納付書の再発行・相談等は行いません〕

次の休日開庁日は1月8日（日）

■日1月8日（日）　■時午前10時～
■場向陽台小学校校庭
※尾根幹線道路（中央分離帯）臨時駐車場を
ご利用ください。
※雨天の場合は、午前10時から向陽台小学
校体育館で式典のみ行います。
※当日午前8時に半鐘、午前9時にサイレン
を市内全域で鳴らします。火災と間違わない
ようにご注意ください。
■問稲城消防署消防総務課消防総務係、防災課
消防団係　1377－7119

市民の生命・身体及び財産を守り、市民の生命・身体及び財産を守り、
災害のない明るいまちを目指します！災害のない明るいまちを目指します！

矢野口 纏 
まとい

 木  遣 り保存会
き や

の「木遣り」で入場

消防署や消防
団、各団体の
入場行進

防災活動に功績のあった
方を表彰します

皆皆ささんんにに
おおししるるここをを配配布布ししまますす！！

各各分分団団のの放放水水はは圧圧巻巻
!!!!

1月8日（日）開催
稲城市消防出初式
1月8日（日）開催

　アニメーション業界のメカニックデザイナーの第一人者で、市内在住の
大河原邦男氏をホストに、ジャンル、世代を超えたゲストを迎え、デザイ
ン・ものづくりといった「クリエイション」をテーマにお届けします。
　今回は「タイムボカン」シリーズ〔（株）タツノコプロ制作〕をメインに、
制作陣から特別ゲストをお招きしてトークイベントを開催します（右記参
照）。
　また「全日本製造業コマ大戦　稲城場所」として全国の中小企業が出場
するトーナメント制のコマの大会を開催します。土俵の上でプロの技とプ
ライドをかけて戦います。
■日2月4日（土）
■時午前11時～午後4時（開場＝午前10時30分）
■場ｉプラザホール
■定370人（会場先着順）

プログラム
○午前11時～全日本製造業コマ対戦　稲城場所
（午後1時～休憩・ステージ替え）
○午後2時～メカデザイナーズサミット

稲城の太鼓判・グッズ販売
　今年度も稲城の太鼓判に5品目が認証されました。太鼓判のＰＲや販売
を行います。
■問経済観光課観光係

メカデザイナーズサミット VOL．05
「タイムボカン」シリーズを語る

▽出演者
大河原　邦男氏
笹川　ひろし氏
布川　ゆうじ氏
五十嵐　浩司氏（司会）
※出演者は変更する場合があります。

ものづくりコーナー
稲城なしのすけおもちゃ等を作ろう
（商工会工業部会）
　工具を使って金属製の稲城なしのす
けおもちゃ等を作ります。
■費500円（無くなり次第終了）

全日本製造業コマ大戦
稲城場所
inメカデザイナーズサミット

　全国の中小製造業が自社の誇りを
賭けて作成したコマを持ち寄り、一対
一で戦う大会です。使用されるケン
カゴマの直径は一円玉より小さいコ
マです。その小さなコマに自社の持
てる技術を全て注ぎ込み作成します。
　プロの技がプ
ライドをかけ土
俵の上でぶつか
り合います。
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株式会社ぴえろ
最高顧問
NUNOAN I塾 塾長

株式会社ぴえろ
最高顧問
N U N OA N I 塾　塾長

稲城市在住で
日本を代表する
メカニックデザイナー

稲城市在住で
日本を代表する
メカニックデザイナー

○C タツノコプロ

タツノコプロの創設時
から活躍を続ける
アニメーション監督・
演出家

タツノコプロの創設時
から活躍を続ける
アニメーション監督・
演出家

布川　ゆうじ大河原　邦男 笹川　ひろし


